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研究成果概要 
本研究の目的は、TA 実験の拡張計画である TAx4 実験のさらに次の世代を想定し、国

際的な超高エネルギー宇宙線観測の将来構想である GCOS へ向けた検出器の研究開発、

及び実証である。 
ここまで本研究課題では、フレネルレンズ型大気蛍光望遠鏡(CRAFFT)の開発を行っ

てきた。CRAFFT 望遠鏡のプロトタイプでは望遠鏡あたりに 8 インチの光電子増倍菅 1
本を使用してきたが、シミュレーションによる検出器の受光面の再評価を行い、本年度

の夏季観測において検出器 1 台あたり 5 インチ光電子増倍管を複数使用する新たな構成

にアップグレードを実施し、宇宙線空気シャワーの試験観測を実施した。これにより望

遠鏡 1 台あたりの視野角が方位角 18 度、仰角 24 度に拡張された。また CRAFFT 望遠

鏡の重要な開発項目である完全自動観測実現のため、電動シャッターを実装した。試験

観測により得られた波形に対して、ベースライン解析や周波数特性の解析を行い、トリ

ガーアルゴリズムなどの

検討を行った。また、信号

処理回路やアンプなどの

周波数特性の調査も行

い、観測に求められてい

る仕様を満たしているこ

とを確認した。 
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図. (左) 12本の光電子増倍管をマウントした受光部、(中)電動シャッ
ターを取り付けた CRAFFT望遠鏡、(右)試験観測により得た波形。 
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